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一
◆

位
が
脅
や
か
さ
れ
る
、
と
い
う
の
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
奇
妙
な
話

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
金
流
出
が
つ
づ
き
、
ド
ル
危
機
が
今
日
問
題
し
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
第
一
次
大
戦
前
の
古
典
金
本
位
制
の
時
期

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
準
備
が
い
か
に
儀
少
な
も
の
で
あ
っ
た
か

金
一
オ
ン
ス
Ⅱ
三
五
ド
ル
と
い
う
金
価
格
と
、
ド
ル
に
対
す
る
同
は
、
次
表
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
（
現
在

定
為
替
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
各
国
通
貨
の
リ
ン
ク
を
た
も
っ
て
い
の
ア
メ
リ
カ
は
、
一
五
九
億
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
金
を
保
有
し
て

る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
金
為
替
本
位
制
が
、
ド
ル
危
機
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ル
と
金
の
．
ハ
リ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ

の
た
め
に
崩
壊
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
と
が
、
究
極
的
に
は
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
取
沙
汰
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
、
い
ま
だ
垣
一
五
九
億
ド
ル
た
り
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
金

の
金
準
備
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
程
度
の
金
流
流
出
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の
構
造
的
な
不
均
衡
に
も
と
ず

出
で
、
資
本
主
義
世
界
の
金
融
中
心
国
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
地
く
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
金
流
出
が
い
つ
や
む
か
、
と
い
う

Ａ
・
Ｇ
・
フ
ォ
ー
ド
「
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
一
四
ｌ
爽
鬮
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
西
村
）
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主要国の

崩
壊
を
き
っ
か
け
と
し
て
あ
ら

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
・
○
・
旬
Ｃ
ａ
ｍ
日
冨
の
。
固
の
百
口
’

：
ａ
届
９
１
］
①
戻
因
Ｈ
岸
臼
目
目
ニ
レ
侭
の
具
一
目
は
、
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
、
批
判
的
な
問
題
意
識
の
上
に
の
っ
て
、
英
国
と
ァ

］

(騨倉計卿
〃

〃

26.561.290アメリカ

ィギリス

世界合計

3.4165

100.04.857

(小野朝男：国際通貨制度，ｐ､106）

見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
で
は
国

際
収
支
の
不
均
衡
は
、
ど
う
い

う
条
件
の
下
で
生
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
解
明
の

基
礎
資
料
と
し
て
、
第
一
次
大

戦
前
の
古
典
金
本
体
制
の
存
続

を
可
能
と
し
て
い
た
諸
条
件
を

考
え
る
こ
と
も
、
意
味
の
あ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
第
一
次
大
戦
前
の
古

典
金
本
位
制
を
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
、
批
判
的
方
法
で
考
察
す

る
、
と
い
う
問
題
意
識
そ
の
も

の
が
、
第
一
次
大
戦
後
に
な
っ

て
、
金
本
位
制
の
再
建
と
そ
の

一一一一一一

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
い
う
二
つ
の
輸
出
依
存
経
済
を
問
題
と
す
る
。
命
も

ち
ろ
ん
英
国
は
、
先
進
国
Ⅱ
資
本
輸
出
国
の
典
型
と
し
て
と
ら

れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
後
進
国
Ⅱ
資
本
輸
入
国
の
代
表
と
し
て
と

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
章
別
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。

第
一
章
金
本
位
制
１
１
１
理
論
的
概
観

第
二
章
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
一
四
の
背
景

第
三
章
英
国
と
金
本
位
制
一
八
八
○
－
一
九
一
四
－
－
－
金

融
機
構

第
四
章
英
国
と
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
一
四
「
－
－
１
国

際
収
支

第
五
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
１
１
構
造
と
発
展

第
六
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
１
１
－
通
貨
と
銀
行
業

第
七
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
際
収
支
調
整
機
構

第
八
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
○

○
－
－
－
‐
失
敗

第
九
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
金
本
位
制
一
九
○
○
’
一
九
一

四
－
１
－
成
功

第
十
章
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
一
九
一
三
’
一
九
一
四
の
恐
慌

第
十
一
章
結
論



一一
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
理
論
は
第
一
に
所
得
効
果
、
こ
と
に
所
得
の

第
一
章
で
フ
ォ
ー
ド
氏
は
従
業
の
各
種
の
金
本
位
制
に
つ
い
て
変
動
の
輸
入
に
及
ぼ
す
影
轡
を
無
視
す
る
点
で
、
第
二
に
、
利
子

の
理
論
を
検
討
す
る
。
ま
ず
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
古
典
派
経
済
率
の
国
内
事
業
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
過
大
視
し
て
い
る
点
で
、

学
の
貨
幣
数
鎚
説
的
理
解
で
あ
り
、
こ
の
理
論
の
典
型
的
な
代
表
第
三
に
物
価
の
変
動
が
急
速
に
貿
易
収
支
の
黒
字
を
も
た
ら
す
、

と
し
て
一
九
一
八
年
の
カ
ン
リ
フ
報
告
（
○
ｃ
日
曰
冒
の
①
目
○
Ｐ
‐
と
し
て
い
る
が
、
貿
易
収
支
が
価
格
に
対
し
て
そ
れ
ほ
ど
感
応
的

貝
の
ロ
２
．
目
Ｑ
岳
の
甸
・
Ｒ
の
一
ｍ
。
固
×
目
目
、
の
：
〔
同
旨
の
弓
：
で
あ
り
う
る
か
ど
う
か
が
分
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
批
判
し
て
い

国
日
巨
日
の
Ｈ
冒
宛
８
．
月
【
）
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
カ
ン
リ
フ
報
る
９

告
は
、
問
題
を
短
期
と
長
期
に
わ
け
、
短
期
的
要
因
に
よ
っ
て
国
つ
い
で
マ
ク
ミ
ラ
ン
報
告
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
理
論
的
に
は
、

際
収
支
の
赤
字
が
あ
れ
ば
、
金
流
出
が
あ
り
、
公
定
歩
合
が
引
上
カ
ン
リ
フ
報
告
と
大
差
な
い
が
、
た
だ
カ
ン
リ
フ
報
告
ほ
ど
ド
グ

げ
ら
れ
、
国
際
短
資
の
流
入
が
あ
り
、
国
際
収
支
の
均
衡
が
回
復
・
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
く
、
金
本
位
制
を
維
持
し
え
た
条
件
と
し

さ
れ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
が
、
長
期
的
て
、
ロ
ン
ド
ン
が
国
際
金
融
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
他
国

な
要
因
に
よ
っ
て
国
際
収
支
の
赤
字
が
も
た
ら
さ
れ
た
ぱ
あ
い
に
に
対
し
て
一
覧
払
債
権
を
有
し
て
い
た
た
め
、
公
定
歩
合
を
引
上

も
、
公
定
歩
合
の
引
上
に
よ
っ
て
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
と
す
る
。
げ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
た
だ
ち
に
準
備
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
善
し
え
た

と
い
う
の
は
利
子
率
の
上
昇
が
一
方
で
は
設
備
投
資
を
へ
ら
し
、
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
を
の
べ
て
い
る
。

設
備
投
資
の
減
は
雇
用
の
減
を
も
た
ら
し
、
安
本
財
お
よ
び
消
費
さ
て
上
記
の
よ
う
な
古
典
派
的
数
量
説
は
、
す
で
に
通
貨
論
争

財
価
格
を
引
下
げ
、
他
方
で
は
在
庫
投
資
を
お
さ
え
て
、
こ
の
面
以
来
、
批
判
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ー
ド
は
、
数
鍛
説

か
ら
も
物
価
の
下
落
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
物
価
が
下
れ
ば
輸
出
の
決
定
的
な
批
判
は
、
ケ
イ
ン
ズ
コ
般
理
論
」
に
お
い
て
な
さ

が
ふ
え
、
輸
入
が
へ
る
か
ら
、
国
際
収
支
の
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
れ
た
、
と
し
て
、
国
際
連
盟
の
《
自
昌
の
目
菖
・
目
一
、
貝
【
８
２

と
す
る
。
か
く
し
て
国
内
価
格
は
自
動
的
に
世
界
価
格
水
準
に
さ
ロ
愚
⑦
昌
８
８
》
ら
に
か
ら
、
次
の
よ
う
な
引
用
を
し
て
い
る
。

や
よ
せ
さ
せ
ら
れ
る
。

「
た
と
え
ば
、
も
し
輸
出
が
増
大
し
、
経
常
国
際
収
支
の
黒
字
を

Ａ
・
Ｇ
・
フ
ォ
ー
ド
「
金
本
位
側
一
八
八
○
「
一
九
一
四
ｌ
爽
鬮
と
ア
ル
ゼ
ン
ラ
」
西
村
）

一一一一一一一



了

生
ず
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
当
該
国
に
お
い
て
は
、
国
内
投
資
の

拡
張
と
同
じ
所
得
造
出
効
果
を
も
つ
。
・
・
・
…
輸
出
貿
易
で
最
初
に

も
う
け
ら
れ
た
追
加
所
得
の
継
続
的
な
支
出
は
、
総
所
得
の
増
を

引
起
す
傾
向
を
も
ち
、
こ
れ
は
輸
入
を
増
加
さ
せ
、
よ
り
多
く
な

っ
た
輸
出
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
．
…
：
こ
の
反
対
が
、

輸
出
の
減
少
の
さ
い
に
あ
て
は
ま
る
。
…
…
」
（
上
掲
菩
一
○
○
－

一
○
一
頁
）

経
常
国
際
収
支
の
順
逆
は
所
得
効
果
を
通
じ
て
自
動
的
に
均
衡

す
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
フ
ォ
ー
ド
氏
自
身
の
基
本
的
立

場
で
も
あ
る
。

一一

上
記
の
基
本
的
理
論
は
、
英
国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
両
方
に
あ

て
は
ま
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
英
国
の
金
本
位
制
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
の
終
了
後
か
ら
一
四
一
四
年
ま
で
安
定
的
に
維
持
さ
れ

た
の
に
反
し
て
、
一
八
八
○
’
一
九
一
四
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
貨
幣

史
は
、
金
本
位
制
確
立
と
不
換
紙
幣
制
Ⅱ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
国
ソ
の

交
替
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ち
が
い
は
、
ど
う

し
て
生
じ
た
の
か
、
と
い
う
の
が
フ
ォ
ー
ド
氏
の
問
題
と
す
る
所

で
あ
る
。
第
二
章
「
金
本
位
制
の
背
景
」
第
三
章
「
英
国
と
金
本

位
制
ｌ
金
護
構
」
第
四
章
「
英
国
と
金
本
位
制
ｌ
国
際
収

支
」
の
三
章
は
、
英
国
が
き
わ
め
て
雌
少
な
金
準
備
し
か
保
有
し

て
い
な
か
っ
た
の
庭
、
国
際
金
本
位
制
の
加
点
と
し
て
機
能
し
え

た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
厳
で
は
、
国
際
金
本
位
制
の
維
排
を
容
扮
に
し
た
条
件
と

し
て
、
第
一
に
、
英
国
の
国
際
的
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
も
、
必

ら
ず
し
も
金
流
出
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ

は
、
ロ
ン
ド
ン
が
、
い
わ
ば
世
界
の
銀
行
と
な
り
、
世
界
各
国
の

為
替
尻
決
済
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
各
国
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
一
定
額
の
資
金
を
つ
ね
に
お
い
て
お

く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
英
国
の
国
際
収
支
が
赤

字
に
な
っ
て
も
英
国
に
対
す
る
債
権
国
は
受
取
っ
た
ポ
ン
ド
を
金

に
か
え
て
本
国
に
送
金
せ
ず
そ
の
ま
ま
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
に
預

け
入
れ
た
。
こ
の
資
金
の
こ
と
を
「
ロ
ン
ド
ン
残
商
」
Ｐ
・
目
自

国
＆
目
ｎ
＄
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
前
に

次
第
に
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。

鰯
二
に
、
恐
癖
に
中
央
銀
行
相
互
川
の
協
力
Ｉ
と
く
に
一

八
九
○
年
の
ペ
ア
リ
ン
グ
恐
慌
に
さ
い
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
銀
行
と

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
協
力
関
係
ｌ
が
あ
っ
た
こ
と
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
は
、
金
流
出
を
引
と
め
る
た
め
に
、
公
定
平
価
以
上

の
価
格
を
支
払
っ
て
金
を
買
入
れ
た
こ
と
、
金
輸
入
者
に
無
利
子

四



の
貸
付
を
し
た
こ
と
、
等
の
事
情
の
た
め
、
金
本
位
制
の
維
持
が
入
さ
れ
た
資
本
に
よ
る
建
設
の
完
成
の
間
に
は
、
時
間
の
ず
れ
が

さ
ら
に
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
。

あ
り
、
こ
の
ず
れ
の
期
間
に
は
、
利
子
負
担
が
ふ
え
て
い
る
の
に
、

第
三
に
、
一
八
八
○
年
ｌ
一
九
一
一
一
一
年
の
あ
い
だ
、
金
産
出
高
輸
出
は
ふ
え
な
い
か
ら
、
低
開
発
国
は
、
国
際
収
支
の
危
機
に
み

が
増
大
し
つ
づ
け
た
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
に
、
低
開
発
国
へ
の
資
本
輸
出

第
四
に
、
英
、
独
、
仏
、
米
の
四
主
要
エ
業
国
の
景
気
変
動
の
峰
取
引
所
投
機
と
関
連
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
し
た

諸
局
面
が
、
時
間
的
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
後
が
っ
て
取
引
所
投
機
の
崩
壊
と
共
に
、
突
然
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ

進
国
が
先
進
国
の
工
業
製
品
を
職
入
す
る
さ
い
に
、
た
と
え
ば
景
と
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
低
開
発
国
の
国
際
収
支
は
、

気
の
絶
頂
期
に
あ
る
英
国
か
ら
の
輸
入
を
さ
し
ひ
か
え
て
、
不
景
急
激
に
、
巨
額
の
赤
字
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
低
開
発
国

気
の
中
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
が
で
金
本
位
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
が
、
先
進
国
Ⅱ
英

あ
ま
り
お
こ
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
あ
る
一
国
の
貿
易
収
支
の
赤
国
で
は
、
資
本
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
、
国
際
収
支
は
黒
字

字
が
巨
額
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
り
に
く
か
っ
た
こ
と
が
指
に
転
じ
、
そ
の
上
、
公
定
歩
合
の
引
上
に
と
も
な
っ
て
、
国
際
短

摘
さ
れ
る
。

資
が
流
入
す
る
の
で
、
恐
慌
は
、
本
位
貨
恐
慌
に
ま
で
は
発
展
し

そ
し
て
、
最
後
に
、
英
国
の
低
開
発
国
へ
の
資
本
輸
出
額
と
、
な
い
。

低
開
発
国
の
英
国
か
ら
の
輸
入
十
利
払
と
が
ほ
ぼ
ひ
と
し
い
、
と
第
三
章
で
は
、
前
章
を
う
け
て
、
英
国
が
僅
少
な
金
準
備
で
金

い
う
関
係
と
、
輸
出
さ
れ
た
資
本
に
よ
っ
て
低
開
発
国
に
建
設
さ
本
位
制
を
維
持
し
え
た
条
件
の
う
ち
、
金
融
面
に
関
す
る
も
の
を

れ
た
施
設
が
完
成
す
る
と
、
低
開
発
国
の
輸
出
が
増
大
し
、
こ
れ
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
英
国
が
世
界
に
対
す
る
短
資
の

に
よ
る
貿
易
収
支
の
黒
字
で
前
に
借
入
れ
た
資
本
に
つ
い
て
の
利
放
出
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
公
定
歩
合
の
引
上
に
よ
っ
て
、

払
の
増
分
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
関
係
を
指
摘
す
た
だ
ち
に
こ
れ
ら
短
資
を
引
上
げ
、
急
速
に
国
際
収
支
を
改
善
し

る
。
だ
か
ら
、
国
際
収
支
の
構
造
的
不
均
衡
は
理
論
的
に
は
生
じ
え
た
こ
と
、
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
前
に
の
べ
た
「
ロ
ン
ド
ン
残

な
い
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
進
国
の
資
本
輸
入
ブ
ー
ム
と
輪
高
」
の
存
在
で
あ
り
、
第
三
の
条
件
は
、
ロ
ン
ド
ン
が
枇
界
の
金

Ａ
・
Ｇ
ラ
ォ
ー
ド
「
金
本
位
鮒
一
八
八
○
’
一
九
一
四
ｌ
英
国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
藺
村
）

「
三
五



１
１
「
■
１
口

市
場
で
あ
り
、
世
界
の
新
産
金
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ま
ず
ロ
ン
ド
ン

に
送
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
世
界
各
国
に
分
配
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ

た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
英
国
の
国
際
収
支
が
危
機

に
お
ち
い
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
た
だ
ち
に
金
市
場
で

金
を
買
付
け
、
金
準
備
を
補
充
し
え
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
古
典
派
理
論
に
よ
れ
ば
、
国
際
収
支
の
危
機
Ⅱ
公

定
歩
合
の
引
上
は
、
長
期
利
子
率
の
上
昇
を
ひ
き
お
こ
し
、
長
期

利
子
率
の
上
昇
は
、
企
業
の
投
資
活
動
を
阻
害
し
、
し
た
が
っ
て

物
価
が
下
り
、
輸
出
の
増
、
輸
入
の
減
を
引
起
し
、
国
際
収
支
を

改
善
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
こ
の
理

論
に
対
し
て
、
第
一
に
長
短
利
子
率
の
相
互
関
連
は
、
統
計
的
に

み
る
か
ぎ
り
、
き
わ
め
て
暖
味
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
長
期

利
子
率
の
上
昇
が
あ
っ
て
も
、
事
業
活
動
が
ど
う
い
う
影
響
を
う

け
る
か
は
、
全
く
確
定
で
き
な
い
、
と
し
て
古
典
派
理
論
を
否
定

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
公
定
歩
合
引
上
は
、
国
際
短
資
の
移
動
に

影
響
を
及
ぼ
す
か
ぎ
り
で
の
み
、
効
果
が
あ
る
の
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
公
定
歩
合
引
上
は
、
国
際
収
支
を
短
期
的
に
改
善
し

う
る
が
、
も
し
国
際
収
支
を
長
期
的
に
悪
化
さ
せ
る
要
因
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
は
、
公
定
歩
合
引
上
に
よ
っ
て
対
処
し
え
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
公
定
歩
合
の
操
作
が
（
も
ち
ろ
ん
公

、

一一一一一〈

開
市
場
操
作
そ
の
他
の
補
助
手
段
を
含
め
て
も
）
、
国
際
収
支
の

改
善
に
つ
い
て
い
か
に
有
効
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
論
じ

て
も
、
第
一
次
大
戦
前
の
金
本
位
制
の
維
持
を
可
能
に
し
て
い
た

条
件
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

｜一一

こ
の
条
件
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
第
四
章
で
あ

る
。
フ
ォ
ー
ド
氏
は
ま
ず
国
際
収
支
の
内
の
商
品
輸
出
入
、
貿
易

外
経
常
収
支
、
海
外
か
ら
の
所
得
、
海
外
貸
付
の
う
ち
実
際
に
送

金
さ
れ
る
部
分
、
ロ
ン
ド
ン
残
高
を
ま
と
め
て
自
律
的
ア
イ
テ
ム

管
８
口
○
日
・
ロ
切
洋
の
日
、
と
名
付
け
、
こ
れ
の
収
支
は
、
一
九
一

四
年
に
先
立
つ
四
十
年
間
に
、
概
し
て
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
英
国
は
世
界
の
金
生
産
の
一
部
を
狸
得
し
え
た
、
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
収
支
が
全
体
と
し
て
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
の
は
、

こ
の
収
支
の
赤
字
が
生
じ
て
も
、
自
動
的
に
こ
の
収
支
の
均
衡
を

回
復
す
る
力
が
鋤
ら
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
し
、
こ
れ
を
論

証
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
事
態
を
示
し
て
い
る
。
第
一

に
、
輸
出
が
減
小
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
輸
出
減

－
▼
自
律
的
項
目
収
支
の
赤
字
↓
国
内
不
況
Ｉ
〉
輸
入
減
お
よ
び
輸
出

増
と
い
う
形
ち
で
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
、
と
す
る
。
こ
こ
で
輸
出

減
が
国
内
不
況
と
輸
入
減
を
引
起
す
、
と
い
う
の
は
、
前
に
の
べ



た
よ
う
に
、
輸
出
の
増
減
は
、
投
資
の
増
減
と
お
な
じ
く
、
国
民
る
要
因
が
ま
ざ
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
均
衡
の
回
復
は
困
難
に

所
得
の
増
減
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

な
る
。

第
二
に
、
海
外
投
資
の
増
が
自
律
的
項
目
の
収
支
の
赤
字
を
ひ
さ
て
以
上
の
理
論
的
想
定
を
お
い
た
う
え
で
、
フ
ォ
ー
ド
氏

き
お
こ
し
た
時
に
は
、
そ
の
赤
字
は
一
時
的
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
陸
現
実
の
英
国
経
済
の
お
か
れ
た
諸
条
件
を
検
討
す
る
。
上
記

な
ら
海
外
投
資
の
増
は
、
第
一
に
相
手
国
の
英
国
か
ら
の
生
産
財
で
の
べ
た
よ
う
に
、
国
内
投
資
の
増
が
輸
入
増
を
ひ
き
お
こ
す
時

の
剛
入
を
ひ
き
お
こ
し
、
ま
た
相
手
国
の
国
民
所
得
を
増
大
さ
に
は
、
均
衡
の
回
復
は
困
難
な
の
で
あ
る
が
、
第
一
次
大
戦
前
の

せ
、
し
た
が
っ
て
消
賀
財
の
鱗
入
の
増
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
、
多
英
国
で
は
、
国
民
所
得
の
造
出
要
因
と
し
て
は
、
国
内
投
資
よ
り

小
の
タ
イ
ム
、
ラ
グ
は
あ
っ
て
も
英
国
の
輸
出
の
増
を
引
起
す
か
経
常
的
収
支
の
黒
字
（
商
品
輸
出
十
貿
易
外
収
入
十
海
外
か
ら
の

ら
で
あ
る
。

収
入
）
の
方
が
ず
っ
と
重
要
で
あ
り
、
国
内
投
資
は
、
こ
れ
ら
黒

第
一
一
一
の
場
合
は
、
国
内
投
資
の
増
が
輸
入
の
増
を
ひ
き
お
こ
字
要
因
の
十
五
－
三
十
％
、
商
品
輸
出
の
一
一
五
’
六
○
％
に
あ
た

し
、
自
律
的
項
目
の
収
支
の
赤
字
を
引
起
し
た
と
き
で
あ
る
。
こ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
、
第
一
次
大
戦
前
に
、

の
ば
あ
い
に
は
、
均
衡
を
回
復
す
る
自
動
的
な
力
は
な
い
。
均
衡
英
国
の
国
際
収
支
が
一
時
的
赤
字
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

を
回
復
す
る
に
は
、
国
内
投
資
そ
の
も
の
の
減
小
が
な
け
れ
ば
な
主
と
し
て
海
外
投
資
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
均
衡
の

ら
な
い
。

回
復
は
容
易
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
英
国
の
投
資
財

だ
か
ら
、
第
一
、
第
二
の
原
因
で
自
律
的
収
支
の
赤
字
が
注
じ
お
よ
び
消
費
財
に
対
す
る
英
国
お
よ
び
外
国
の
需
要
は
、
価
格
の

た
と
き
は
、
公
定
歩
合
の
引
上
に
よ
っ
て
国
際
短
資
の
流
入
を
は
上
下
に
敏
感
に
反
応
し
な
い
か
ら
、
こ
の
面
か
ら
も
英
国
の
設
備

か
り
、
自
動
的
な
調
整
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
・
ラ
投
資
の
変
動
は
、
大
幅
に
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
た
と
え
ば
景
気

グ
の
期
間
を
し
の
い
で
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
第
二
の
の
上
昇
の
た
め
、
英
国
産
商
品
の
価
格
が
輸
入
品
よ
り
相
対
的
に

場
合
に
、
海
外
投
衝
増
↓
輸
出
増
↓
国
民
所
得
増
↓
国
内
投
溢
増
商
尺
な
っ
て
も
、
英
国
民
の
国
産
商
品
に
対
す
る
需
要
は
大
き
く

↓
輸
入
増
と
、
第
三
の
場
合
の
自
律
的
項
目
の
収
支
を
悪
化
さ
せ
は
へ
ら
ず
、
又
輸
入
品
に
対
す
る
需
要
が
大
き
く
ふ
え
る
こ
と
も

Ａ
・
Ｇ
・
フ
才
－
Ｆ
「
金
本
位
剛
一
八
八
Ｃ
ｌ
一
九
一
四
ｌ
爽
鬮
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
西
村
）

一
三
七



一F示

鱗

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
面
か
ら
国
際
収
支
の
大
幅
の
赤
字
を

出
す
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
前
提
を
お
い
て
、
フ
ォ
ー
ド
氏
は
っ
実
際
の
統
計

の
検
討
に
か
か
り
、
次
の
結
論
を
見
出
す
。

⑩
輸
出
額
と
輸
入
額
と
国
民
所
得
は
、
顕
著
な
関
連
を
も
っ
て

う
ご
い
て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
当
時
の
英
国
で
景
気
変
動
を
ひ
き
お

こ
す
要
因
と
し
て
輸
出
は
ヴ
ァ
イ
タ
ル
な
役
割
を
は
た
し
て
い

た
。

②
国
内
投
資
の
ブ
ー
ム
と
海
外
投
資
の
ブ
ー
ム
が
交
替
し
て
あ

ら
わ
れ
、
そ
の
た
め
英
国
経
済
の
成
長
は
、
比
較
的
に
安
定
的
で

あ
っ
た
。

③
国
内
消
費
お
よ
び
国
内
投
資
を
機
牲
に
し
て
海
外
投
資
が
行

な
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
海
外
投
資
の
増
↓
輸
出
増
↓
国

民
所
得
の
増
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
も
、
輸
入
は
必
ら
ず
し
も
の

び
な
い
。
こ
と
に
、
輸
出
の
増
の
所
得
造
出
効
果
は
、
国
内
投
資

の
減
に
よ
っ
て
、
大
き
く
相
殺
さ
れ
た
。
以
上
が
主
要
な
結
論
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

例
資
本
輸
出
は
、
海
外
に
お
け
る
資
本
の
限
界
効
率
の
変
動
に

敏
感
で
あ
り
、
こ
れ
が
下
る
と
、
資
本
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
商

品
輸
出
も
へ
る
か
ら
英
国
で
不
況
が
発
注
し
、
ま
た
資
本
輸
入
国

Ｕ 

一
三
八

で
も
資
本
輸
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
投
資
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
か
ら
不
況
が
発
生
す
る
。

伺
英
、
独
、
仏
、
米
の
四
主
要
エ
業
国
の
景
気
変
動
は
、
か
な

り
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
て
い
た
が
、
英
国
の
独
、
仏
、
米
へ
の
輸

出
は
比
較
的
小
な
い
の
で
、
国
内
投
資
の
増
に
よ
り
国
際
収
支
の

赤
字
が
当
然
出
る
べ
き
も
の
が
、
独
、
仏
、
米
へ
の
輸
出
の
増
に

よ
っ
て
お
う
い
か
く
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
景

気
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
効
果
は
、
各
国
の
価
格
が
一

斉
に
上
昇
す
る
た
め
、
あ
る
国
の
国
際
収
支
が
特
に
大
き
な
赤
字

を
出
す
反
面
、
他
の
国
の
国
際
収
支
は
大
幅
に
黒
字
に
な
る
、
と

い
う
よ
う
な
不
均
衡
が
さ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
輸
入
の
増
減
が
、
経
常
国
際
収
支
の
黒
字
要
因
の
増
減
を
超

過
す
る
か
、
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
主
と
し
て
国
内
投
溢

の
う
ご
き
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

例
国
内
投
資
と
経
常
国
際
収
支
の
黒
字
要
因
が
同
じ
方
向
に
増

減
す
る
な
ら
ば
、
ブ
ー
ム
時
の
国
際
収
支
収
支
の
効
善
も
、
ス
ラ

ム
プ
時
の
そ
の
悪
化
も
、
あ
ま
り
大
幅
で
な
く
な
る
。
こ
う
い
う

事
態
が
一
八
七
九
’
一
九
○
二
年
に
注
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
ブ

ー
ム
時
に
海
外
投
資
が
行
な
わ
れ
る
と
、
国
際
収
支
が
赤
字
に
な

り
、
金
が
流
出
す
る
の
で
公
定
歩
合
が
上
り
、
ス
ラ
ム
プ
時
に
は



そ
の
反
対
に
な
っ
た
。
一
九
○
二
’
一
九
○
九
年
に
は
、
国
内
役
際
収
支
は
、
小
幅
の
順
逆
を
示
し
た
。
な
お
残
存
す
る
英
国
に
と

箕
と
経
常
国
際
収
支
の
黒
字
要
因
が
反
対
の
方
向
に
う
ご
い
た
の
っ
て
不
均
衡
は
、
大
部
分
は
一
時
的
な
も
の
で
、
金
融
的
機
櫛
で

で
、
ブ
ー
ム
時
に
大
幅
の
国
際
収
支
の
黒
字
が
あ
り
、
そ
の
た
め
対
処
さ
れ
た
。
そ
し
て
英
国
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
諸
国
が
、

金
融
の
逼
迫
な
し
に
海
外
投
資
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

必
ら
ず
し
も
、
金
を
引
出
さ
ず
、
戸
ソ
ド
ン
残
高
を
ふ
や
す
だ
け

以
上
の
分
析
を
、
フ
ォ
ー
ド
氏
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
で
満
足
し
た
と
い
う
事
実
が
、
金
融
機
織
を
助
け
た
。
蛾
後
に
、

「
金
融
的
な
制
度
と
条
件
と
く
に
好
都
合
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
英
国
の
銀
行
家
の
利
潤
追
求
傾
向
は
、
金
の
不
都
合
な
流
出
を
つ

く
、
英
国
の
国
際
収
支
の
中
の
自
律
的
項
目
は
、
平
均
し
て
黒
字
よ
め
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
必
要
な
時

だ
っ
た
。
英
国
の
輸
出
が
英
国
の
長
期
対
外
投
資
に
敏
感
に
反
応
に
は
、
い
つ
で
も
海
外
に
運
用
さ
れ
て
い
る
英
国
資
金
の
回
収
を

し
た
た
め
、
デ
フ
レ
的
な
逼
迫
な
し
に
資
本
を
移
転
す
る
こ
と
が
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
」
（
木
諜
、
七
八
’
七
九

で
き
た
。
他
方
、
国
内
投
資
と
国
外
投
資
と
が
長
期
的
に
は
交
替
頁
）

し
て
い
た
た
め
、
所
得
と
産
出
高
と
の
安
定
的
な
成
長
が
可
能
と
要
す
る
に
、
こ
の
時
期
の
英
国
の
国
内
投
資
が
大
き
く
な
い
と

な
っ
た
。
そ
し
て
国
際
収
支
に
不
利
な
圧
迫
を
加
え
る
こ
と
な
し
い
う
こ
と
、
海
外
投
盗
の
増
が
輸
出
の
増
を
ひ
き
お
こ
し
、
輸
出

に
資
本
を
移
転
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
自
動
的
所
の
増
が
国
際
収
支
を
黒
字
に
し
、
さ
ら
に
海
外
投
賢
を
ふ
や
し
た

得
調
整
機
構
の
迅
速
な
勘
ら
き
が
、
…
。
：
大
き
な
不
均
衡
が
持
続
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ゆ
え
に
、
英
国
に
一
方
的
に
金
が
流
入
す
る

す
る
こ
と
を
妨
げ
た
。
時
と
し
て
は
、
こ
の
機
構
は
う
宣
く
勘
ら
こ
と
も
、
一
方
的
に
英
国
か
ら
金
が
流
出
す
る
こ
と
も
な
く
、
金

き
す
ぎ
、
十
分
大
き
な
経
常
収
支
の
黒
字
が
生
ま
れ
る
の
を
妨
げ
が
世
界
各
国
に
比
較
的
平
轆
に
分
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
が

た
の
で
、
公
定
歩
合
と
一
時
的
な
短
資
流
入
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
国
際
金
本
位
制
の
維
持
を
可
能
に
し
て
い
た
条
件
で
あ
る
。

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
主
要
な
エ
業
国
の
景
気
循
環
が
シ
ン
ク
ロ

四

ナ
イ
ズ
す
る
傾
向
に
よ
っ
て
、
孤
立
し
た
ブ
ー
ム
や
ス
ラ
ム
プ
の
第
五
章
以
下
で
、
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
英
国
と
対
照
し
な
が
ら
、

さ
い
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
国
際
収
支
の
順
逆
よ
り
は
、
各
国
の
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
金
融
史
を
問
題
に
す
る
。
・

Ａ
・
Ｇ
・
フ
ォ
ー
ド
「
金
本
位
制
一
八
八
Ｃ
ｌ
一
九
一
四
ｌ
笑
鬮
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
酉
材
）

二
一
一
九



第
五
章
お
よ
び
第
六
章
で
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経

済
の
特
徴
の
要
約
を
す
る
。
他
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
同

じ
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
広
大
な
エ
ス
タ
ン
シ
ア
閂
肝
国
己
、
旨

を
有
す
る
大
地
主
に
よ
っ
て
、
政
治
と
経
済
の
一
切
が
支
配
さ
れ

て
い
た
。
彼
ら
の
領
地
は
、
一
八
七
○
年
ご
ろ
ま
で
は
、
羊
の
牧

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
鉄
道
が
ふ
設
さ
れ
、
汽
船
が
太

洋
運
輸
費
の
革
命
的
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
に
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

穀
物
（
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
耕
作
に
、
つ
い
で
肉
の
冷
凍
技

術
が
完
成
す
る
と
、
、
ハ
ム
．
ハ
ス
平
原
の
ア
ル
フ
ア
ル
フ
ア
草
を
利

用
し
た
牛
の
飼
育
が
は
じ
ま
り
、
一
八
八
○
－
一
九
一
三
年
の
間

に
輸
出
は
七
倍
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
は
、
外
国
資
本

と
移
民
の
吸
収
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

た
め
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
支
配
者
で
あ
る
大
地
主
達
は
、
輸
出
貿
易

に
決
定
的
な
利
害
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
地
主

は
、
貿
易
商
品
の
生
産
に
よ
っ
て
え
た
利
益
を
、
工
業
へ
は
投
資

し
な
か
っ
た
。
地
価
を
高
め
る
は
ず
の
鉄
道
建
設
す
ら
も
、
外
国

資
本
に
尖
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
主
達
の
蓄
積
し
た

利
益
は
、
ふ
た
た
び
土
地
の
買
入
に
投
下
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
輸
出
貿
易
と
利
害
関
係
を
ひ
と
し
く
す
る
地
主
に
と

五

っ
て
陸
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
現
象
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ
は
国
民
所
得
を
、
労
働

者
（
都
市
お
よ
び
農
村
の
）
に
不
利
に
、
地
主
お
よ
び
資
本
家
に

有
利
に
再
配
分
し
、
菫
た
地
主
の
憤
務
負
担
を
軽
減
し
、
土
地
価

格
を
上
昇
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
こ
れ
ら
地
主
、
強
本
家
に
は
不
利
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
際
収
支
が
赤
字
基
調
で
あ
り
、
為
替
相

場
が
低
落
し
つ
つ
あ
る
時
に
は
、
為
替
相
場
の
低
落
し
た
割
合
だ

け
、
多
く
の
紙
券
ペ
ソ
を
地
主
お
よ
び
輸
出
業
者
は
極
得
し
、
そ

の
う
ち
労
賃
と
し
て
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
部
分
の
割
合
は
、
為

替
相
場
の
下
落
と
同
じ
割
合
で
は
増
加
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
９
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
状
況
の
下
で
は
、
為
替
相
場
の
低
落

を
金
融
引
締
に
よ
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
す
る
志
向
は
存
在
し
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
反
対
に
、
国
際
収
支
が
黒
字
基
調

と
な
り
、
為
替
相
場
が
上
昇
し
、
し
た
が
っ
て
輸
出
品
の
紙
券
ペ

ソ
価
格
が
下
落
し
つ
つ
あ
る
な
ら
、
地
主
お
よ
び
輸
出
関
係
者
に

は
不
利
で
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
金
本
位
制
が
導
入
さ
れ
る
の

は
、
こ
う
い
う
条
件
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
金
本

位
制
か
ら
の
離
脱
も
、
そ
れ
へ
の
復
帰
も
、
地
主
と
輸
出
関
係
者

の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
四
○



第
七
章
で
、
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
な
輸
出
ソ
チ
ン
の
輸
出
品
の
供
給
の
価
格
弾
力
性
は
ひ
く
い
か
ら
、
短
期

依
存
の
一
次
産
品
国
で
、
国
際
収
支
の
不
均
衡
が
生
じ
た
と
き
、
的
に
は
、
そ
の
供
給
が
ふ
え
る
こ
と
ば
な
い
。
そ
の
上
、
輸
出
向

均
衡
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
に
勘
ら
く
要
因
は
何
で
あ
る
か
を
考
察
商
品
の
国
内
で
の
消
費
量
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
、
輸
出

す
る
。

向
商
品
の
紙
券
ペ
ソ
価
格
が
上
り
国
内
消
費
が
へ
っ
て
も
、
輸
出

た
と
え
ば
、
先
進
国
で
国
際
収
支
の
危
機
↓
為
替
レ
ー
ト
の
切
分
が
ふ
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

下
が
生
じ
た
、
と
す
る
な
ら
、
輸
出
価
格
は
下
り
、
輸
入
品
の
国
第
二
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
は
、
輸
入
品
価
格
の
上
昇
を
も

内
価
格
は
上
昇
す
る
か
ら
、
輸
出
は
ふ
え
、
輸
入
は
へ
る
傾
向
を
た
ら
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
輸
入
品
の
需
要
が
へ
る
と
も
必
ら

有
す
る
。
し
た
が
っ
て
国
際
収
支
の
逆
調
は
順
調
に
転
ず
る
傾
向
ず
し
も
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
つ
に
は
、
輸
入
品
の
価
格
が

を
有
す
る
。
そ
し
て
国
際
収
支
が
ど
の
程
度
ま
で
回
復
す
る
か
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
輸
入
品
を
買
い
ひ
か
え
て
、
国
産
品
を
賀

は
、
輸
出
品
に
対
す
る
世
界
市
場
で
の
需
要
の
価
格
弾
力
性
と
、
う
、
と
い
う
よ
う
か
腱
用
効
果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。

輸
入
品
に
対
す
る
国
内
市
場
で
の
需
要
の
価
格
弾
力
性
、
お
よ
び
輸
入
品
と
国
産
品
と
は
、
質
の
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
商
品
だ
か
ら

輸
出
品
の
原
料
で
あ
る
輸
入
品
の
価
格
上
昇
が
、
輸
出
品
の
生
産
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
は
、
生
産
者
の
紙
券
ペ

コ
ス
ト
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
、
等
の
諸
点
に
よ
っ
て
決
ソ
所
得
の
燗
を
も
た
ら
し
、
こ
の
面
か
ら
は
輸
入
品
に
対
す
る
需

定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
と
っ
て
要
が
ふ
え
、
輸
入
品
価
格
の
上
昇
に
よ
る
需
要
減
退
を
相
殺
し
て

は
、
上
記
の
諸
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
無
意
味
に
ち
か
い
。
第
一
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
労
働
者
の
紙
券
ペ
ソ
所
得
は
相
対
的
に
へ
る

に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
出
品
の
価
格
は
、
世
界
市
場
で
決
定
さ
が
、
地
主
、
輸
出
関
係
者
の
紙
券
ペ
ソ
所
得
は
大
幅
に
ふ
え
る
で

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
が
下
っ
て
も
、
輸
出
品
の
あ
ろ
う
。

世
界
市
場
価
格
は
下
ら
な
い
。
輸
出
品
の
生
産
者
の
う
け
と
る
紙
第
三
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
入
品
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
出
品

券
ペ
ソ
価
格
が
上
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
、
輸
出
品
の
世
の
原
料
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
と
ぼ
ん
ど
な
い
。

界
価
格
が
下
落
し
て
、
そ
の
需
要
が
ふ
え
た
と
し
て
も
、
ア
ル
ゼ
要
す
る
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
均

Ａ
・
Ｇ
・
フ
ォ
ー
ド
「
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
一
四
ｌ
英
国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
西
村
）

一
四
一



群
鴬
i#； 

衛
回
復
作
用
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
主
要
な

均
衡
回
復
要
因
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
そ
の
も
の
の
原
因
で
あ

る
外
貨
受
坂
の
減
に
外
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
国
民
所
得
は
、
こ
の
時
期
に
は
、
主
と
し
て
外
貨
受
坂
（
輸
出

十
資
本
輸
入
）
の
増
減
と
と
も
に
上
下
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
外
貨
支
払
要
因
の
う
ち
、
利
子
・
配
当
支
払
は
、
短
期
的

に
は
大
幅
の
変
動
を
示
さ
ず
、
輸
入
額
は
国
民
所
得
の
上
下
と
と

も
に
増
減
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
不
作
に
よ
っ
て
輸
出
が
減
小
す

れ
ば
、
そ
れ
は
国
際
収
支
の
危
機
↓
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
国
民
所
得
の
減
少
を
ひ
き
お
こ
し
、
国
民
所
得

の
減
少
は
輸
入
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
国
際
収
支
の
改
善
に
結
果

す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
取
引
所
恐
慌
が
お
こ

り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
資
本
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ら
、
こ

の
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
鉄
道
建
設

そ
の
他
の
活
動
が
と
ま
り
、
こ
の
面
か
ら
国
民
所
得
は
収
縮
す
る

で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
上
記
の
所
得
効
果
を
通
じ
て
の
均
衡
は
け
っ
し
て

ス
ム
ー
ス
に
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
外
貨
受
坂
の
減
が
国

民
所
得
の
減
を
も
た
ら
す
ま
で
に
は
、
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
あ
り
、

こ
と
に
ロ
ン
ド
ン
で
の
取
引
所
恐
慌
の
た
め
資
本
輸
入
が
急
に
と

ま
る
な
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
恐
慌
と
国
際
収
支
の
破
局
的
危

機
が
生
ず
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
英
国
と
ち
が
っ
て
国
際
短
資
を

公
定
歩
合
引
上
に
よ
っ
て
吸
引
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ペ
ソ
の

安
定
に
対
す
る
信
頼
が
全
く
欠
如
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か

ら
所
得
効
果
を
通
じ
て
輸
入
減
↓
国
際
収
支
の
均
衡
が
達
成
さ
れ

る
ま
で
、
一
時
的
に
国
際
短
資
を
吸
引
し
て
、
国
際
収
支
の
危
機

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
英
国
と

ち
が
っ
て
、
所
得
効
果
に
よ
る
均
衡
回
復
が
、
い
わ
ば
、
裸
の
姿

で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
外
貨
受
坂
の
減
が
、
銀
行
の
現
金
準
備
率
を
引
下
げ
、

銀
行
の
新
規
貸
出
意
慾
を
そ
ぎ
、
し
た
が
っ
て
国
内
投
資
が
減
少

す
る
と
い
う
過
程
が
随
伴
す
る
な
ら
ば
、
所
得
の
減
少
は
、
そ
う

で
は
な
い
場
合
よ
り
も
、
一
層
は
な
は
だ
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
一
ハ

以
上
の
理
論
的
考
察
を
お
い
た
上
で
フ
ォ
ー
ド
氏
は
、
一
八
八

○
’
一
九
一
三
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
金
融
史
の
統
計
的
分
析
を
行

な
う
。
第
八
章
、
第
九
章
、
第
十
章
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
、
前
記
各
章
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
が
、
い

わ
ば
実
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
新
た
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
観
察

一

四

二



は
少
な
い
。
第
八
章
で
は
一
八
八
一
．
’
八
四
年
の
金
本
位
制
が
、
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
的
要
因
だ
け
に
依
存
す
る
の

国
際
収
支
の
赤
字
↓
金
流
出
に
よ
っ
て
く
ず
れ
た
こ
と
、
そ
の
さ
で
は
な
く
、
そ
の
国
の
政
治
的
社
会
的
な
環
境
に
も
依
存
す
る
、

い
、
ヘ
ソ
の
価
値
の
安
定
に
対
す
る
信
頼
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
に
は
、
所
得
変
動
を
通
ず
る

金
の
対
外
流
出
と
と
も
に
、
国
内
で
の
金
保
蔵
投
機
が
は
じ
ま
調
整
が
主
役
を
演
ず
る
の
で
あ
り
、
利
子
率
の
変
動
は
、
長
期
的

り
、
金
の
対
内
流
出
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
金
本
位
制
の
に
は
二
次
的
調
整
要
因
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
英
国
に
つ
い

維
持
を
困
難
に
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
資
本
輸
出
国
が
資
本
輸
出
を
て
は
、
利
子
率
が
演
じ
た
役
割
は
大
き
い
。
英
国
は
資
本
輸
出
国

へ
ら
し
て
国
際
収
支
を
。
ハ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
の
は
容
易
で
あ
る
が
、
で
あ
り
、
利
子
率
の
引
上
に
よ
っ
て
、
海
外
で
運
用
さ
れ
て
い
る

資
本
輸
入
国
が
資
本
輸
入
を
畠
や
し
て
国
際
収
支
を
．
ハ
ラ
ン
ス
さ
英
国
資
本
を
よ
び
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う

せ
る
こ
と
は
不
可
能
に
ち
か
い
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
究
こ
と
は
、
英
国
が
他
国
を
犠
牲
に
し
て
、
国
際
収
支
を
調
整
し

極
的
に
は
政
治
的
支
配
者
で
あ
る
地
主
と
輸
出
関
係
者
が
イ
ン
フ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
へ
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ

し
を
好
ん
だ
こ
と
が
指
摘
さ
た
る
。

う
で
あ
る
が
、
し
か
し
英
国
の
資
本
輸
出
が
へ
り
、
後
進
国
の
所

第
九
章
で
は
、
一
九
世
紀
末
以
来
、
い
わ
ゆ
る
大
不
況
の
終
末
得
が
へ
る
な
ら
、
そ
の
輸
入
も
へ
る
の
だ
か
ら
、
「
こ
れ
ゆ
え
、
英

と
と
も
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
出
品
価
格
が
上
昇
し
は
じ
め
、
国
の
調
整
の
た
め
の
負
担
の
い
く
ら
か
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や

国
際
収
支
は
黒
字
基
調
に
転
じ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ほ
う
っ
て
シ
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、
輸
出
産
業
（
対
外
貸
付
が
影
響
を
う
け
て

お
け
ば
為
替
相
場
は
上
昇
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
る
デ
フ
い
る
時
に
は
、
と
く
に
資
本
財
産
業
）
に
も
お
し
つ
け
ら
れ
た
の

し
を
き
ら
っ
た
地
主
、
輸
出
関
係
者
が
、
ペ
ソ
の
金
交
換
を
再
開
で
あ
る
。
」
（
本
書
、
一
九
一
頁
）

し
て
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
を
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
が
問
題

七

と
さ
れ
る
。

上
記
の
紹
介
は
、
フ
ォ
ー
ド
氏
の
著
書
の
中
の
考
え
方
の
筋
だ

第
十
章
で
、
一
九
一
三
年
の
恐
慌
の
要
因
が
分
析
さ
れ
、
第
十
け
お
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
独
自
の
理
論
や
観
察
が
著
者
に
よ

－
章
「
結
論
」
で
は
、
あ
る
一
国
が
、
金
本
位
制
を
維
持
し
う
る
っ
て
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
の

Ａ
・
Ｇ
・
フ
ォ
‐
帳
「
金
本
位
制
一
八
八
○
’
一
九
一
四
ｌ
英
鬮
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
」
（
爾
村
）

一
四
三

－－－－－－－－－一一－-－－－－－－－－－＋＿－－‐－＿



ノ 「 錫

許

メ
リ
ッ
ト
は
、
も
っ
ぱ
ら
膨
大
な
統
計
盗
料
の
操
作
と
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
通
貨
史
の
分
析
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
に

関
心
の
あ
る
読
者
は
、
原
書
に
直
接
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
紹
介
だ
け
か
ら
で
も
、
今
日
の
ド
ル

流
出
問
題
が
、
何
故
、
重
大
な
も
の
で
あ
る
か
、
今
る
で
あ
ろ
う
。

米
国
の
国
際
収
支
は
赤
字
で
あ
る
が
、
米
国
の
貿
易
収
支
は
黒
字

だ
か
ら
、
軍
備
負
担
、
低
開
発
国
援
助
を
、
他
の
資
本
主
義
国
に

お
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
収
支
の
赤
字
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
、
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
だ
が
米
国
の
貿
易
収
支
の
黒
字

は
、
実
は
相
当
の
程
度
ま
で
資
本
収
支
の
赤
字
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
の
程
度
ま
で
、
そ
れ
が
そ

う
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
の
検
証
な
し
に
、
米
国
の
貿
易
収
支
の

黒
字
を
所
与
の
前
提
と
し
て
考
え
る
の
は
、
ま
ち
が
い
の
も
と
で

あ
ろ
う
。
・

さ
ら
に
、
今
日
の
米
国
の
資
本
輸
出
が
、
第
一
次
大
戦
前
の
英

国
の
そ
れ
と
全
く
性
格
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
米
国
の
輸
出
す
る
資
本
の
大
部
分
は
、
ご
く
ひ

く
い
利
子
・
配
当
し
か
』
つ
ま
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
軍
事
援

助
を
別
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
低
開
発
国
へ
の
資
本
輸
出
は
、
低

一
四
四

利
率
の
政
府
援
助
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
民
閥
喫
寛
本
の

低
開
発
国
進
出
は
、
石
油
産
出
国
を
の
ぞ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。
先
進
工
業
国
で
の
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、

天
然
原
料
が
、
合
成
原
料
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に

つ
れ
て
、
特
産
物
輸
出
に
た
よ
る
低
開
発
国
経
済
は
、
榊
造
的
な

不
況
の
中
に
沈
ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
傾
向
が

か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
存
の
条
件
の
下
で
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
の
上
、
米
国
は
、
自
国
の
農
業
そ
の
他
の
一
次
産
業
の
保

護
の
た
め
、
そ
の
産
物
を
高
価
格
で
買
上
げ
、
低
価
格
で
輸
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
米
国
の
こ
の
行
動
が
、
一
次
産
品
生
産
の

経
済
に
与
え
て
い
る
悪
影
響
も
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
か
く
て
、
米
国
の
資
本
輸
出
は
、
米
国
の
利
子
・
配
当
収

支
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
貿
易
収
支
の
赤
字
を

貿
易
外
収
支
の
黒
字
で
相
殺
す
る
、
と
い
う
国
際
収
支
の
特
殊
英

国
的
構
造
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、
一
五
九

億
ド
ル
と
い
う
膨
大
な
金
準
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ル
の
危
機

が
云
為
さ
れ
る
根
本
原
因
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


